
令和６年度 瑞穂町小学校長会 

I 令和６年度の瑞穂町小学校長会の活動方針 

 〇瑞穂町教育基本計画（学校教育）「みずほっ子の目標」 

  ○みずほを愛し 発展させるひと 

  ○ずっと社会にかかわる 優しいひと 

  ○ほがらか 明るく 夢を語る人 

 〇学力向上、いじめ・不登校０、「みずほ学」、地域学校協働活動推進 

 〇小中連携教育の推進 

 

Ⅱ 活動・取組 

 １ 構成と主な活動 

   本校長会は、町内の公立小学校５校で構成する。 

   定期的な活動として、瑞穂町教育委員会主催の校長連絡会が毎月１回開催され、その後、 

小学校長会を開催している。小学校長会には、必要に応じて町教育委員会関係者にも出席いた 

だき、情報交換や課題解決のための協議を行っている。 

２ 小中連携教育 

(1) 瑞穂町小中学校長会の実施 

町内の中学校２校の校長と合同で小中学校長会を、月１回実施し、情報交換や協議等を

行っている。 

(2) 瑞穂町公立学校教育研究会の実施 

瑞穂町の公立小中学校教員全員が、各教科等１１の専門部に別れて所属し、研究を推進

する。研究授業は年３回実施し、小学校教員は全て悉皆で参加する。 

 ３ 校長会自主研究推進 

(1) 令和６年度都小研究発表会発表地区 

 第Ⅱ群「教育課程」第６分科会 健やかな体 

 提言内容…少子高齢化の社会の中で、生涯にわたって健康を増進し、豊かな人生を実現 

     する基礎を培う教育の推進に関する提言 

(2) 西多摩郡・瑞穂町公立小学校長合同研修会 

 年１回、３町１村、１１校の校長が講師を招いての研修と情報交換を実施する。 

 研修テーマ…「東京都の小学校教育の課題と施策推進における校長の役割」 

講師  東京都公立小学校長会 会長代理 

狛江市立狛江第一小学校統括校長 荒川 元邦 先生 

Ⅲ 特色ある活動等 

 １ 「学びのテーマパーク」 

地域学校協働活本部主催。４年生以上の放課後の自主学習の場として教室を開放し、地域人

材をスタッフとして、年間３０回程度（１回１時間程度）実施している。町教育委員会と連携

し、自主学習の成果を発表する機会として「ノートまとめコンクール」を開催している。 

 ２ ふるさと学習「みずほ学」 

本町の自然や文化を大切にし、郷土を誇れる子ども、 地域社会の一員としての役割を担う

子どもの育成を目指す。国語科や社会科、生活科、総合的な学習の時間、特別活動等教育活動

全般を通して推進している。本町ならではの特色ある学習を各校が創出、実践している。 


